
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

市民への検査ニーズの調査や、世界エイズデーイベントなど新たな普及啓発を実施。

来年度以降の方
向性

令和７年度から、民間委託の検査に梅毒検査を追加し受検者増を図っているところ。夜間検査は満枠だが、平日・休日検査は定員に満たないこ
とが多い。そのため、受検希望者の検査ニーズの把握をし、効果的な検査方法や周知方法の検討が必要。引き続き、報道機関や医師会との連
携を図り、啓発活動を展開する。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

令和６年度の検査数は増加し、発病してからの届出割合も減少。これまでのコロナ禍の影響は見られず、発
見者の遅れも減少している。今後も検査受検者の増、発病してからの届出の減を目指す。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

33.3 29.7 30.3 28 26.5 25

↓

アウトカム
成果指標1

直近3年間の感染者届出数のうち、発病してからの届出数の
割合

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

1612 2188 1738 2100 2100 2100

人工

指標

アウトプット
活動指標1

HIV検査件数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

2.6 人工

令和7年度予算額 17,000 千円 うち特定財源 4,933 千円 正規職員業務量 2.6

正規職員業務量 2.6 人工

令和6年度決算額 15,099 千円 うち特定財源 4,467 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 2.6 人工

令和6年度予算額 17,000 千円 うち特定財源 4,427 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

ＨＩＶ・梅毒の感染予防及びまん延防止を図るため、エイズ・梅毒について正しい情報・知識を普及し、差別・偏見の解消を図る
とともに、検査を受けることへの抵抗をなくし、受検を促進する。

他都市の状況

他都市においても、地域の実情に応じて各種予防啓発事業や検査相談事業を実施。

市民参加の実施

令和5年度決算額 13,219 千円 うち特定財源 3,848

施策名 あらゆる世代の市民や企業の健康への意識が高まり、健康づくりや

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

令和３～５年の３年間の全国のＨＩＶ感染者届出数の内、エイズを発症してから発見される割合の平均は、２９．５％であり、札幌
市は３２．０％とほぼ同程度となっている。多くの市民がＨＩＶ検査を受けやすい環境を整備することは、先述の割合の低下につ
ながる。また、ＨＩＶへの差別、偏見の解消は、ＨＩＶ検査の受検のしやすさにつながるため、広く市民への普及啓発が必要であ
る。

事業内容
（何を実施し）

エイズ等の感染予防及びまん延防止を図るため、予防啓発事業・検査相談事業を行う。
①エイズ対策推進協議会の設置：「札幌市エイズ対策推進協議会」を運営する。
②エイズ対策推進のための研修・人材養成事業：エイズ対策に係る研修の受講。
③啓発普及活動事業：世界エイズデーにおける各種予防啓発活動等を行う。
④ＨＩＶ・梅毒検査及び相談業務に関する事業（各区保健センター及び民間運営の検査センター）

事業名 エイズ等予防対策費

評価担当課 所   属 保）保健所　感染症総合対策課 電話番号 011-622-5199

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 21965


